
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
県
税
等
の
収
納
事
務
の
委
託 

（
税　

務　

課
）　

　

一

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請 

（
共
同
参
画
社
会
推
進
課
）　

　

一

〇
家
畜
伝
染
病
の
発
生 

（
畜　

産　

課
）　

　

二

〇
土
地
改
良
区
の
合
併
認
可 

（
農
村
振
興
課
）　

　

二

〇
公
有
水
面
埋
立
て
の
免
許
出
願 

（
水
産
業
基
盤
整
備
課
）　

　

二

〇
道
路
の
供
用
開
始 

（
道　

路　

課
）　

　

三

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
五
十
八
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
税
等
の

収
納
事
務
を
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
五
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
し
た
税
目

　

１　

納
税
通
知
書
、
納
付
書
、
督
促
状
、
催
告
書
及
び
減
額
通
知
書
に
よ
り
徴
収
す
る
次
の
税
目

　
　
　

個
人
の
事
業
税

　
　
　

不
動
産
取
得
税

　
　
　

自
動
車
税

　
　
　

鉱
区
税

２　

納
付
額
又
は
納
入
額
が
確
定
し
た
徴
収
金
に
つ
い
て
、
納
付
書
、
督
促
状
及
び
催
告
書
に
よ
り
徴
収
す
る
次
の

税
目

　
　
　

法
人
の
県
民
税

　
　
　

県
民
税
の
利
子
割
、
配
当
割
及
び
株
式
等
譲
渡
所
得
割

　

法
人
の
事
業
税
（
地
方
法
人
特
別
税
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
（
平
成
二
十
年
法
律
第
二
十
五
号
）
の
規
定
に

よ
り
法
人
の
事
業
税
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
地
方
法
人
特
別
税
を
含
む
。）

　
　
　

県
た
ば
こ
税

　
　
　

ゴ
ル
フ
場
利
用
税

　
　
　

自
動
車
取
得
税

　
　
　

軽
油
引
取
税

　
　
　

産
業
廃
棄
物
税

　

地
方
税
法
及
び
国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
九
号
）
附

則
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
特
別
地
方
消
費
税

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
十
号
）
附
則
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
料
理
飲
食
等
消
費
税

二　

委
託
の
相
手
方

　
　

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
南
九
条
西
五
丁
目
四
百
二
十
一
番
地　

株
式
会
社
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト

　
　

茨
城
県
土
浦
市
小
松
二
丁
目
十
三
番
一
号　

株
式
会
社
コ
コ
ス
ト
ア
イ
ー
ス
ト

　
　

群
馬
県
前
橋
市
亀
里
町
九
百
番
地　

株
式
会
社
セ
ー
ブ
オ
ン

　
　

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
三
丁
目
十
番
一
号　

株
式
会
社
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ

　
　

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
一
丁
目
一
番
地　

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
株
式
会
社

　
　

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八　

株
式
会
社
セ
ブ
ン－

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

　
　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
一
丁
目
一
番
一
号　

国
分
グ
ロ
ー
サ
ー
ズ
チ
ェ
ー
ン
株
式
会
社

　
　

東
京
都
品
川
区
大
崎
一
丁
目
十
一
番
二
号　

株
式
会
社
ロ
ー
ソ
ン

　
　

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
三
丁
目
一
番
一
号　

株
式
会
社
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

　
　

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
日
本
大
通
十
七
番
地　

株
式
会
社
ス
リ
ー
エ
フ

　
　

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
栄
一
丁
目
七
番
三
十
四
号　

株
式
会
社
コ
コ
ス
ト
ア

　
　

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
三
丁
目
二
十
三
番
二
十
号　

株
式
会
社
セ
デ
ィ
ナ

　
　

愛
知
県
稲
沢
市
天
池
五
反
田
町
一
番
地　

株
式
会
社
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス

　
　

広
島
県
広
島
市
安
佐
北
区
安
佐
町
大
字
久
地
六
百
六
十
五
番
地
の
一　

株
式
会
社
ポ
プ
ラ

三　

委
託
期
間

　
　

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
五
十
九
号
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特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人

の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

川
崎
町
・
学
校
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

一　

代
表
者
の
氏
名　
　
　
　
　
　

丹
野　

惠
次

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　
　

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
今
宿
字
川
崎
原
三
百
三
十
九
番
地
二
メ
ゾ
ン
カ
ワ
サ
キ
五
号

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　
　

 

こ
の
法
人
は
、
地
域
と
学
校
を
絆
に
、
町
づ
く
り
と
学
校
、
子
ど
も
支
援
に
関
す

る
事
業
を
行
い
、
子
ど
も
達
の
健
全
な
育
成
と
町
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　
　
　

平
成
二
十
二
年
八
月
十
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
六
十
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
家

畜
伝
染
病
が
発
生
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

家
畜
伝
染
病
の
種
類

　
　

ヨ
ー
ネ
病

二　

畜
種

　
　

牛
（
黒
毛
和
種
）

三　

患
畜
及
び
疑
似
患
畜
の
区
分
並
び
に
そ
の
頭
数

　
　

患
畜　

八
頭

四　

発
生
の
場
所
又
は
区
域

　
　

石
巻
市

五　

発
生
年
月
日

　
　

平
成
二
十
二
年
八
月
十
八
日

六　

患
畜
の
取
扱
い

　
　

法
令
殺

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
六
十
一
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
七
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
鹿
島
台
東
部
土
地
改

良
区
、
小
牛
田
町
土
地
改
良
区
及
び
遠
田
郡
南
郷
土
地
改
良
区
の
合
併
を
平
成
二
十
二
年
九
月
一
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

合
併
に
よ
り
設
立
す
る
土
地
改
良
区

　
　

美
里
東
部
土
地
改
良
区

二　

合
併
に
よ
り
解
散
す
る
土
地
改
良
区

　
　

鹿
島
台
東
部
土
地
改
良
区

　
　

小
牛
田
町
土
地
改
良
区

　
　

遠
田
郡
南
郷
土
地
改
良
区

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
六
十
二
号

　

公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
免
許
出
願
が
あ
っ

た
。

　

な
お
、
同
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
出
願
書
及
び
関
係
図
書
の
縦
覧
は
、
宮
城
県
農
林
水
産
部
水
産
業
基
盤
整

備
課
及
び
宮
城
県
気
仙
沼
地
方
振
興
事
務
所
水
産
漁
港
部
で
行
う
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

出
願
年
月
日

　
　

平
成
二
十
二
年
八
月
十
七
日

二　

出
願
人
の
名
称

　
　

南
三
陸
町

三　

埋
立
区
域
及
び
埋
立
て
に
関
す
る
工
事
の
施
行
区
域

　

１　

埋
立
区
域

　
　
�
　

位　

置

　
　
　
　

第
一
種
稲
淵
漁
港
区
域
内

　
　
　
　

宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
館
浜
二
一
二
番
地
に
隣
接
す
る
公
有
水
面

　
　
�
　

区　

域

　

次
の�
の
地
点
か
ら�
の
地
点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び�
の
地
点
と�
の
地
点
を
結
ぶ
平
成
二
十
二
年
の
春

分
の
満
潮
位
（
Ｄ
・
Ｌ
＋
一
・
三
四
四
メ
ー
ト
ル
）
に
お
け
る
公
有
水
面
と
陸
域
と
の
境
界
線
に
よ
り
囲
ま
れ

た
区
域

�
の
地
点　

宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
館
浜
二
一
二
番
地
内
に
埋
設
し
た
鋲
（
北
緯
三
八
度
四
二
分
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三
九
秒
、
東
経
一
四
一
度
三
二
分
四
一
秒
）
を
基
点
Ａ
点
と
し
、
Ａ
点
か
ら
三
二
一
度
〇
〇
分
四

三
秒
、
一
七
・
〇
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　

三
一
五
度
二
〇
分
二
〇
秒　
　

一
八
・
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　
　

四
九
度
〇
六
分
二
〇
秒　
　

二
二
・
二
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　
　

二
七
度
三
〇
分
二
一
秒　
　

二
四
・
二
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　
　

六
六
度
一
五
分
四
九
秒　
　

四
二
・
七
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　
　

七
五
度
一
七
分
四
六
秒　
　
　

〇
・
九
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　

一
八
九
度
一
九
分
二
三
秒　
　

一
九
・
八
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　

三
一
五
度
二
〇
分
三
〇
秒　
　
　

三
・
三
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
�
　

面　

積

　
　
　
　

一
、
五
〇
一
・
八
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
（
埋
立
区
域
）

　

２　

埋
立
て
に
関
す
る
工
事
の
施
行
区
域

　
　
�
　

位　

置

　
　
　
　

第
一
種
稲
淵
漁
港
区
域
内

　
　
　
　

宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
館
浜
二
一
二
番
地
に
隣
接
す
る
公
有
水
面

　
　
�
　

区　

域

　

次
の�
の
地
点
か
ら�
の
地
点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び�
の
地
点
と�
の
地
点
を
結
ぶ
平
成
二
十
二
年
の
春

分
の
満
潮
位
（
Ｄ
・
Ｌ
＋
一
・
三
四
四
メ
ー
ト
ル
）
に
お
け
る
公
有
水
面
と
陸
域
と
の
境
界
線
に
よ
り
囲
ま
れ

た
区
域

�
の
地
点　

宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
館
浜
二
一
二
番
地
内
に
埋
設
し
た
鋲
（
北
緯
三
八
度
四
二
分

三
九
秒
、
東
経
一
四
一
度
三
二
分
四
一
秒
）
を
基
点
Ａ
点
と
し
、
Ａ
点
か
ら
一
二
〇
度
三
七
分
四

八
秒
、
六
・
六
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　
�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　

三
一
五
度
二
〇
分
二
〇
秒　
　

四
二
・
一
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　
�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　
　

四
九
度
〇
六
分
二
〇
秒　
　

二
二
・
二
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　
�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　
　

二
七
度
三
〇
分
二
一
秒　
　

二
四
・
二
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　
�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　
　

六
六
度
一
五
分
四
九
秒　
　

四
二
・
七
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　
�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　
　

七
五
度
一
七
分
四
六
秒　
　

二
二
・
八
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　
�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　

一
八
九
度
一
九
分
二
三
秒　
　

三
五
・
一
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
�
　

面　

積

　
　
　
　

三
、
七
五
〇
・
六
六
平
方
メ
ー
ト
ル
（
施
行
区
域
）

四　

埋
立
地
の
用
途

　
　

漁
港
施
設
用
地

五　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
三
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
四
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
六
十
三
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
九
月
三
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北
部
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

 

（3）　 平成22年９月３日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2187号　　 

道

路

の

種

類

一
般
国
道

路

線

名

三
百
四
十
七

号

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

大
崎
市
古
川
飯
川
字
大
隈
一
四
一
番
四
地
先
か
ら

同
市
古
川
塚
目
字
新
田
一
四
五
番
一
地
先
ま
で

供
用
開
始
年
月
日

平
成
二
十
二
年

 

九
月
三
日


